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本
連
合
会
は
六
月
十
五
日
、
東

京
・
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
平
成

二
十
二
・
二
十
三
年
度
第
一
回
常

任
理
事
会
を
開
い
た
。
吉
田
晋
会

長
の
挨
拶
に
続
き
、
平
成
二
十
二

・
二
十
三
年
度
の
追
加
の
役
員
人

事
、
会
務
分
掌
の
承
認
、
平
成
二

十
三
年
度
私
学
関
係
政
府
予
算
概

算
要
求
へ
の
対
応
、
部
会
（
委
員

会
）
報
告
等
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
う
ち
今
後
二
年
間
の
役
員

人
事
に
関
し
て
は
、
会
長
推
薦
理

事
・
会
長
推
薦
常
任
理
事
七
人
と

地
区
選
出
常
任
理
事
の
運
営
役
員

選
任
に
伴
う
補
充
常
任
理
事
四
人

が
提
案
、
承
認
さ
れ
た
。
承
認
に

つ
い
て
は
、
五
月
に
開
か
れ
た
全

国
理
事
会
で
常
任
理
事
会
へ
の
権

限
付
託
を
決
め
て
い
た
。
都
道
府

県
選
出
理
事
の
監
事
選
任
に
伴
う

補
充
理
事
等
も
報
告
さ
れ
た
。
さ

ら
に
平
成
二
十
二
年
度
の
会
務
分

掌
が
報
告
さ
れ
た
。
会
務
分
掌
に

関
し
て
は
、
常
任
理
事
の
希
望
を

考
慮
し
つ
つ
吉
田
会
長
が
決
定
し

た
。（
部
会
長
・
委
員
長
、
委
員

名
は
３
面
）
続
い
て
平
成
二
十
三

年
度
私
学
関
係
政
府
予
算
概
算
要

求
に
対
す
る
要
望
に
関
し
て
、
六

月
十
四
日
に
開
い
た
私
学
振
興
部

会
で
の
検
討
結
果
が
報
告
さ
れ

た
。
文
部
科
学
省
は
八
月
末
に
は

来
年
度
私
学
関
係
予
算
の
概
算
要

求
を
財
務
省
に
提
出
す
る
が
、
本

連
合
会
の
政
府
等
に
対
す
る
要
望

書
は
、
今
後
の
政
治
情
勢
や
与
党

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
内
容
、
新
成

長
戦
略
等
を
見
極
め
た
う
え
で
策

定
す
る
方
針
が
説
明
さ
れ
た
。

た
だ
し
要
望
の
柱
は
既
に
固
ま

っ
て
お
り
、
居
住
す
る
地
域
に
よ

っ
て
子
ど
も
達
の
教
育
環
境
に
格

差
が
生
じ
な
い
よ
う
国
は
教
育
に

責
任
を
持
ち
、
格
差
を
是
正
す
べ

き
で
あ
る
こ
と
、
二
十
二
年
度
予

算
で
一
千
億
円
を
割
り
込
ん
だ
経

常
費
補
助
に
関
し
て
は
更
な
る
拡

充
を
求
め
、
今
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
た
高
校
等
就
学
支
援
金
に
関
し

て
は
内
容
の
拡
充
、
都
道
府
県
間

の
格
差
解
消
、
各
私
立
高
校
の
事

務
負
担
の
軽
減
を
、
ま
た
校
舎
等

の
耐
震
化
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
等

を
求
め
て
い
く
方
針
。

私
学
関
係
政
府
予
算
概
算
要
求

へ
の
要
望
に
関
し
て
は
、
常
任
理

事
か
ら
、
県
に
よ
っ
て
は
国
の
就

学
支
援
金
に
上
乗
せ
す
る
支
援
策

を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
上

乗
せ
支
援
策
が
全
国
的
に
ど
の
よ

う
な
状
況
な
の
か
調
査
し
、
ま
と

め
て
ほ
し
い
、
と
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。
吉
田
会
長
は
一
部
調
査
を

行
っ
て
い
る
が
、
今
後
調
査
の
実

施
に
向
け
て
検
討
し
、
さ
ら
に
見

や
す
い
資
料
を
作
成
す
る
考
え
を

明
ら
か
に
し
た
。

一
方
、
教
育
改
革
に
関
し
て
は
、

中
央
教
育
審
議
会
に
「
教
員
の
資

質
能
力
向
上
特
別
部
会
」
が
新
設

さ
れ
、
教
職
生
活
の
全
体
を
通
じ

た
教
員
の
資
質
能
力
の
総
合
的
な

向
上
方
策
の
検
討
が
始
ま
る
こ

と
、
中
学
高
校
に
と
っ
て
大
き
な

テ
ー
マ
で
、
本
連
合
会
か
ら
は
吉

田
会
長
が
委
員
と
し
て
参
加
し
発

言
し
て
い
く
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
ま
た
日
本
私
学
教
育
研
究
所

に
関
し
て
は
、
中
川
武
夫
所
長
が

十
月
十
四
・
十
五
日
の
全
国
私
学

教
育
研
究
集
会
長
崎
大
会
の
実
施

案
内
を
既
に
各
学
校
に
送
付
し
て

い
る
こ
と
、
六
月
三
日
・
四
日
、

仙
台
市
で
開
催
し
た
私
学
経
営
研

修
会
は
百
四
十
三
人
の
参
加
者
を

集
め
た
こ
と
、
研
究
所
が
麹
町
か

ら
中
高
連
事
務
局
の
あ
る
私
学
会

館
近
く
の
ビ
ル
に
移
転
し
た
こ
と

な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か

常
任
理
事
会
を
一
時
中
断
し
て
私

学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
の
理
事
会

が
開
か
れ
、
平
成
二
十
二
、
二
十

三
年
度
の
役
員
が
承
認
さ
れ
、
ま

た
吉
田
会
長
は
、
同
基
金
へ
の
加

入
を
お
願
い
し
た
い
と
語
り
、
目

標
と
し
て
い
る
三
億
円
の
基
金
造

成
（
現
在
は
二
億
二
千
万
円
弱
）

へ
の
更
な
る
協
力
を
訴
え
た
。

鳥
取
県
は
平
成
二
十
二
年
度
か

ら
家
庭
の
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、

全
て
の
中
学
生
が
安
心
し
て
勉
学

に
打
ち
込
め
る
環
境
を
作
る
た
め

に
、
国
の
高
校
等
就
学
支
援
金
に

準
じ
た
県
版
の
「
就
学
支
援
金
」

を
私
立
中
学
校
に
交
付
（
学
校
設

置
者
が
代
理
受
領
）
す
る
。

私
立
高
校
生
に
就
学
支
援
金
が

あ
る
の
に
義
務
教
育
段
階
の
私
立

中
学
生
に
支
援
金
が
な
い
の
は
不

整
合
と
の
平
井
知
事
の
考
え
で
新

設
さ
れ
た
。
事
業
名
は
私
立
学
校

就
学
サ
ポ
ー
ト
事
業
。
六
月
二
十

三
日
に
は
県
議
会
で
こ
の
事
業
が

含
ま
れ
る
平
成
二
十
二
年
度
補
正

予
算
が
成
立
す
る
見
通
し
。

私
立
中
学
校
就
学
支
援
金
の
具

体
的
支
給
額（
月
額
）は
、
年
収
二

百
五
十
万
円
未
満
程
度
の
世
帯
の

生
徒
に
つ
い
て
は
一
万
七
千
円
、

年
収
二
百
五
十
万
円
か
ら
三
百
五

十
万
円
未
満
程
度
の
場
合
は
一
万

四
千
八
百
五
十
円
、
年
収
三
百
五

十
万
円
以
上
八
百
六
十
万
円
未
満

程
度
の
場
合
は
九
千
九
百
円
。

私
立
中
学
校
就
学
支
援
金
は
既

存
の
生
徒
授
業
料
減
免
補
助
制
度

を
取
り
込
ん
で
制
度
化
さ
れ
て
い

る
。

日
本
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立
中
学
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等
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会
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本
連
合
会
は
、
五
月
十
八
日
、

東
京
・
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
第

百
六
十
二
回
全
国
理
事
会
を
開
い

た
。
冒
頭
、
吉
田
会
長
が
「
新
た

な
公
共
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
政

府
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
対
し
て
学
校

法
人
よ
り
優
遇
の
税
制
措
置
適
用

を
検
討
し
て
い
る
が
疑
問
を
感
じ

る
こ
と
な
ど
、
私
立
学
校
を
取
り

巻
く
最
新
情
勢
な
ど
を
報
告
。

そ
の
後
、
吉
田
会
長
が
議
長
と

な
っ
て
、
報
告
・
審
議
が
行
わ
れ

た
。
初
め
に
各
地
区
か
ら
選
出
さ

れ
た
副
会
長
九
人
（
別
掲
）
が
報

告
さ
れ
た
。

ま
た
各
都
道
府
県
に
お
け
る
平

成
二
十
二
・
二
十
三
年
度
理
事
・

評
議
員
選
出
状
況
が
報
告
さ
れ
、

副
会
長
選
任
に
伴
う
補
充
理
事
候

補
者
が
報
告
、
承
認
さ
れ
、
副
会

長
選
任
に
伴
う
特
例
理
事
が
報
告

さ
れ
た
。
副
会
長
選
任
に
伴
う
補

充
理
事
候
補
者
に
つ
い
て
は
、
北

海
道
、
東
京
、
中
部
、
近
畿
の
四

地
区
の
補
充
理
事
が
承
認
さ
れ

た
。
副
会
長
選
任
に
伴
う
特
例
理

事
と
な
っ
た
の
は
堀
井
基
章
・
学

校
法
人
堀
井
学
園
理
事
長
、
山
中

幸
平
・
学
校
法
人
山
中
学
園
理
事

長
、
高
地
弘
泰
・
高
知
中
学
高
校

前
校
長
の
三
人
。

ま
た
地
区
推
薦
常
任
理
事
候
補

者
二
十
三
人
が
報
告
さ
れ
、
承
認

さ
れ
た
。
特
例
常
任
理
事
二
人
も

報
告
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
特
例

常
任
理
事
は
本
連
合
会
の
福
島
康

志
事
務
局
長
と
中
川
武
夫
・
日
本

私
学
教
育
研
究
所
長
の
二
人
。

こ
の
ほ
か
会
長
は
八
人
以
内
で

会
長
推
薦
常
任
理
事
を
任
命
で
き

る
が
、
吉
田
会
長
は
、
六
月
の
常

任
理
事
会
で
運
営
役
員
等
を
含
め

提
案
す
る
た
め
、
理
事
会
の
承
認

権
限
を
常
任
理
事
会
に
付
託
し
て

ほ
し
い
と
要
請
、
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
ほ
か
顧
問
に
は
堀
越
克
明

元
会
長
と
田
村
哲
夫
前
会
長
を
委

嘱
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

平
成
二
十
一
年
度
事
業
報
告

案
、
同
決
算
報
告
案
・
同
監
査
報

告
に
つ
い
て
は
、
全
国
評
議
員
会

で
一
括
報
告
す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
た
。

続
い
て
開
か
れ
た
第
百
三
十
五

回
全
国
評
議
員
会
で
は
全
国
理
事

会
に
報
告
さ
れ
た
地
区
推
薦
副
会

長
が
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、
一
連
の

人
事
案
件
が
提
案
・
報
告
、
承
認

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
会
議
を
中
断

し
て
別
室
で
監
事
選
衡
委
員
会
が

開
か
れ
、
検
討
結
果
に
つ
い
て
は

近
藤
彰
郎
選
衡
委
員
長
が
全
会
一

致
で
三
人
の
監
事
候
補
者
を
決
定

し
た
こ
と
を
報
告
、
三
人
の
監
事

（
別
掲
）
が
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
平
成
二
十
一
年
度
の
事
業

報
告
と
決
算
報
告
が
行
わ
れ
、
両

議
案
と
も
承
認
さ
れ
た
。
平
成
二

十
一
年
度
事
業
報
告
で
は
、
自
由

民
主
党
の
麻
生
内
閣
が
決
定
し
た

平
成
二
十
二
年
度
予
算
概
算
要
求

が
政
権
交
代
後
の
鳩
山
政
権
の
下

で
見
直
さ
れ
た
こ
と
、
昨
年
暮
れ

に
開
催
し
た
私
学
振
興
全
国
大
会

で
は
政
権
交
代
と
い
う
こ
れ
ま
で

に
経
験
の
な
い
状
況
の
中
で
手
探

り
で
与
党
・
民
主
党
と
野
党
・
自

由
民
主
党
の
国
会
議
員
に
参
加
を

要
請
し
た
こ
と
、
そ
の
後
、
高
校

授
業
料
無
償
化
・
高
校
就
学
支
援

金
制
度
の
創
設
に
あ
た
っ
て
は
私

学
側
の
要
望
を
文
部
科
学
省
に
伝

え
、
制
度
の
改
善
要
望
を
行
っ
た

こ
と
な
ど
政
権
交
代
に
伴
う
様
々

な
制
度
変
更
等
に
迅
速
に
対
応
し

て
き
た
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ

た
。
吉
田
会
長
は
、
現
在
も
学
校

法
人
よ
り
も
優
遇
さ
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
税
制
改
革
や
教
員
免
許
制
度

改
革
、
就
学
支
援
の
都
道
府
県
間

格
差
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
お

り
、
そ
う
し
た
新
た
な
問
題
に
も

対
応
し
て
い
く
考
え
な
ど
を
示

し
、
同
時
に
地
方
の
協
会
レ
ベ
ル

で
も
対
応
の
重
要
性
を
認
識
し
、

協
力
を
求
め
た
。
二
十
一
年
度
決

算
報
告
に
関
し
て
は
、
事
業
の
集

約
化
に
よ
り
経
費
の
削
減
等
で
黒

字
化
を
実
現
し
た
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
、
吉
田
会
長
も
引
き
続
き

会
費
の
維
持
継
続
に
努
力
し
た
い

と
の
考
え
を
明
ら
か
に
し
た
。

平成２２・２３年度 副会長
所 属 団 体 名
役 職 名

北海道私立中学高等学校協会
会長
青森県私立中学高等学校長協会
会長
神奈川県私立中学高等学校協会
顧問
東京私立中学高等学校協会
会長
愛知県私学協会
会長
大阪私立中学校高等学校連合会
会長
広島県私立中学高等学校協会
副会長
高知県私立中学高等学校連合会
顧問
熊本県私立中学高等学校協会
会長

平成２２・２３年度 監事
地 区

関 東

東 京

中 部

学校（法人）名 職名

�木学園女子高等学校 校長

芝中学高等学校 校長

静岡学園中学高等学校 理事長補佐・名誉校長

学 校 （法 人） 名
職 名

学校法人北海学園
理事長
千葉学園高等学校
理事長・校長
学校法人堀井学園
理事長
八雲学園中学高等学校
理事長・校長
学校法人名古屋石田学園
理事長
学校法人清風南海学園
専務理事・校長
学校法人山中学園
理事長
高知中学高等学校
前校長
鎮西高等学校 真和中学高等
学校 理事長・校長

氏 名
た か ぎ しげる

� 木 茂
す け が わ ゆ き ひ こ

助 川 幸 彦
ま つ む ら た つ お

松 村 龍 夫

氏 名
も り も と ま さ お

森 本 正 夫
ち ば みつる

千 葉 満
ほ り い も と あ き

堀 井 基 章
こ ん ど う あ き お

近 藤 彰 郎
い し だ ま さ き

石 田 正 城
ひ ら お か ま さ み

平 岡 正 巳
や ま な か こ う へ い

山 中 幸 平
こ う ち ひ ろ や す

高 地 弘 泰
う え だ ゆ う き

上 田 祐 規

選出区分

全 国

地 区

北海道

東 北

関 東

東 京

中 部

近 畿

中 国

四 国

九 州

全国理事会

執
行
部
人
事
な

ど

報
告
・
承
認

会
長
推
薦
常
任
理
事
等
は
６
月
に

全国評議員会

９
人
の
副

会
長
承
認

３
人
の
監
事
選
任

２１
年
度
の
事
業
報
告
等
も
承
認

（２）平成２２年６月２０日私 学 時 報（第三種郵便物認可）第１２０２号



平成２２・２３年度常任理事

川村 和豊・（学）札幌北斗学園 理事長

松良 千廣・常盤木学園高等学校 理事長・校長

山 勲・磐城緑蔭中学高等学校・福島県磐城第

一高等学校 理事長・校長

廣瀬 和喜・（学）東洋大学 理事

森本 純生・高崎商科大学附属高等学校 理事長・

校長

小茂田惠三・前橋育英高等学校 校長

小川 義男・狭山ヶ丘高等学校 校長

大羽 克弘・千葉英和高等学校 理事長・校長

西村 清・（学）千葉黎明学園 理事長

工藤 誠一・聖光学院中学高等学校 校長

渋谷 一郎・（学）富士見丘学園 理事長

實吉 幹夫・東京女子学園中学高等学校 理事長・

校長

清水 哲雄・（学）友学園 常務理事

長塚 篤夫・順天中学高等学校 校長

木内 秀樹・東京成徳大学中学高等学校 校長

嘉悦 克・かえつ有明中学高等学校 理事長・校長

平方 邦行・聖学院中学高等学校 校務部長

長谷川 了・（学）聖隷学園 理事長

満田 稔・（学）桜丘学園 理事長

望月 演・（学）高田学苑 理事

山本 綱義・京都精華女子中学高等学校 理事長・

校長

真城 義麿・大谷中学高等学校 校長

坪光 正躬・（学）大阪明星学園 理事長・学園長

岩坂 正雄・（学）プール学院 理事長

西門 義博・（学）三田学園 理事長

熊見 一郎・神戸星城高等学校 理事長・校長

大多和聡宏・開星中学高等学校 理事長・校長

森 靖喜・岡山学芸館高等学校 理事長・校長

村崎 正人・（学）村崎学園 理事長

新田光之助・筑陽学園中学高等学校 理事長・高等

学校 校長

野 光博・（学）東福岡学園 理事長

安部 直樹・（学）九州文化学園 理事長

添田 昌邦・（学）日南学園 理事長

正村 幸雄・（学）鹿児島学園 理事長

中川 武夫・日本私学教育研究所 所長・淑徳巣鴨

中学高等学校 校長

福島 康志・日本私立中学高等学校連合会 事務局長

平成２２・２３年度運営役員
会長
吉田 晋・

富士見丘中学
高等学校
理事長・校長

運営役員
堀井 基章・

学校法人堀井
学園
理事長

運営役員
近藤 彰郎・

八雲学園中学
高等学校
理事長・校長

運営役員
山中 幸平・

学校法人山中
学園
理事長

運営役員
廣瀬 和喜・

学校法人東洋
大学
理事

運営役員
森本 純生・

高崎商科大学
附属高等学校
理事長・校長

運営役員
大羽 克弘・

千葉英和高等
学校
理事長・校長

運営役員
實吉 幹夫・

東京女子学園
中学高等学校
理事長・校長

運営役員
新田光之助・

筑陽学園中学
高等学校理事
長・高等学校
長

運営役員
中川 武夫・

淑徳巣鴨中学
高等学校
校長

運営役員
福島 康志・

日本私立中学
高等学校連合
会事務局長

平成２２年度会務分掌
平成２２年６月１５日

委員会委員

松良千廣 工藤誠一 木内秀樹
嘉悦 克 長谷川了 平岡正巳
山中幸平 安部直樹

小川義男 西村 清 清水哲雄
平方邦行 石田正城 真城義麿
西門義博 大多和聡宏 中川武夫

千葉 満 大羽克弘 満田 稔
山本綱義 坪光正躬 �野光博
添田昌邦

森本正夫 山� 勲 長塚篤夫
平方邦行 岩坂正雄 望月 演
新田光之助

川村和豊 小茂田惠三 高地弘泰

森 靖喜 木内秀樹 村崎正人
上田祐規

渋谷一郎 熊見一郎 正村幸雄

實吉幹夫 山中幸平 中川武夫

委員会名

私学助成委員会
委員長 近藤彰郎

教育制度委員会
委員長 實吉幹夫

生徒収容委員会
委員長 長塚篤夫

義務教育委員会
委員長 清水哲雄

調査委員会
委員長 森本純生

総務広報委員会
委員長 堀井基章

会計委員会
委員長 廣瀬和喜

中高連・日私教研
連携委員会

委員長 近藤彰郎

部会名

私学振興部会
部 会 長 近藤彰郎
副部会長 新田光之助

調査研究部会
部 会 長 實吉幹夫
副部会長 山中幸平

総務広報部会
部 会 長 堀井基章
副部会長 大羽克弘

会計部会
部 会 長 廣瀬和喜

特別部会
部 会 長 吉田 晋
副部会長 森本純生

日
本
私
立
中
学

高
等
学
校
連
合
会

平
成
２２
・
２３
年
度
の
主
な
役
員
体
制

第１２０２号（第三種郵便物認可）私 学 時 報平成２２年６月２０日（３）



全
国
私
立
学
校
審
議
会
連

合
会
（
近
藤
彰
郎
会
長
）は
、

六
月
十
八
日
、
東
京
・
市
ヶ

谷
の
私
学
会
館
で
平
成
二
十

二
年
度
第
一
回
理
事
会
を
開

き
、
平
成
二
十
一
年
度
事
業

報
告
案
、同
決
算
報
告
案
・
監

査
報
告
、
二
十
二
年
度
の
事

業
計
画
案
、
同
収
支
予
算
案

等
を
審
議
し
、
決
定
し
た
。

十
月
二
十
一
・
二
十
二
の
両

日
、
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で

開
か
れ
る
第
六
十
五
回
総
会
に
報

告
す
る
。

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
近
藤
会

長
は
、「
私
立
学
校
が
社
会
的
役

割
を
き
ち
ん
と
果
た
し
て
い
く
上

で
全
審
連
の
役
割
は
非
常
に
大
き

い
。
政
権
交
代
の
影
響
も
あ
ろ
う

が
、
き
ち
ん
と
し
た
教
育
を
す
る

た
め
の
前
提
を
作
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
全
審

連
は
今
年
六
十
周
年
を
迎
え
記
念

式
典
等
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
語
っ

た
。平

成
二
十
一
年
度
事
業
報
告
案

に
つ
い
て
は
、
實
吉
幹
夫
運
営
理

事
が
昨
年
行
っ
た
総
会
の
内
容
な

ど
事
業
の
概
要
を
報
告
、
ま
た
二

十
一
年
度
決
算
報
告
に
関
し
て
は

清
水
哲
雄
運
営
理
事
が
説
明
、
そ

の
後
、
廣
瀬
和
喜
監
事
が
監
査
報

告
を
行
っ
た
。

二
十
二
年
度
事
業
計
画
案
に
つ

い
て
は
實
吉
運
営
理
事
が
、
二
十

二
年
度
収
支
予
算

案
に
関
し
て
は
清

水
運
営
理
事
が
説

明
し
た
。

二
十
二
年
度
事

業
の
柱
は
、
①
私

立
学
校
審
議
会
の

在
り
方
及
び
運
営

に
つ
い
て
の
研
究

協
議
②
諸
法
令
基

準
な
ど
に
関
す
る

研
究
③
関
係
所
轄

庁
に
対
す
る
請
願

・
建
議
に
関
す
る
対
策
④
情
報
の

交
換
⑤
永
年
勤
続
退
任
委
員
に
対

す
る
表
彰
⑥
会
議
の
開
催
⑦
そ
の

他
私
学
振
興
に
必
要
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
諸
事
業
の
七
つ
。
特
に
、

同
連
合
会
は
今
年
、
創
立
六
十
周

年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
総
会
初

日
の
十
月
二
十
一
日
に
、
東
京
・

新
宿
の
ヒ
ル
ト
ン
東
京
で
創
立
六

十
周
年
記
念
式
典
を
開
催
す
る
。

記
念
式
典
で
は
、
文
部
科
学
大

臣
表
彰
、
全
審
連
会
長
感
謝
状
贈

呈
、
来
賓
挨
拶
な
ど
が
行
わ
れ
る

予
定
で
、
六
十
周
年
に
合
わ
せ
て

記
念
誌
も
刊
行
す
る
。

記
念
誌
は
五
十
周
年
か
ら
六
十

周
年
ま
で
の
最
近
十
年
間
の
全
国

あ
る
い
は
都
道
府
県
ご
と
の
私
立

学
校
の
動
向
や
私
立
学
校
審
議
会

の
活
動
状
況
を
収
録
す
る
。
記
念

誌
は
全
体
で
百
ペ
ー
ジ
程
度
と
な

る
見
通
し
。

一
方
、
総
会
で
は
、
例
年
通
り

専
修
学
校
・
各
種
学
校
、
幼
稚
園

・
特
別
支
援
学
校
、
小
学
校
・
中

学
校
・
高
等
学
校
の
三
専
門
部
会

に
分
か
れ
て
、
各
都
道
府
県
の
私

学
審
議
会
委
員
ら
が
私
立
学
校
や

私
学
行
政
が
当
面
す
る
課
題
等
に

つ
い
て
協
議
、
情
報
交
換
す
る
。

ま
た
講
演
会
な
ど
も
行
わ
れ
る
。

六
月
十
八
日
の
理
事
会
で
は
、

そ
の
ほ
か
平
成
二
十
二
・
二
十
三

年
度
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
、
新

し
く
就
任
し
た
理
事
が
紹
介
さ
れ

た
後
、
十
人
の
副
会
長
候
補
者
が

紹
介
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
北
海

道
支
部
の
副
会
長
は
十
月
に
決
定

の
予
定
。
ま
た
九
人
の
運
営
理
事

も
決
ま
っ
た
。

全
審
連
の
会
長
に
は
昨
年
、
す

で
に
近
藤
会
長
が
再
選
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
廣
瀬
和
喜
監
事
、
長
谷

川
了
監
事
も
昨
年
の
総
会
で
決
ま

っ
て
い
る
。
平
成
二
十
二
・
二
十

三
年
度
の
副
会
長
、
運
営
理
事
は

次
の
各
氏
。
敬
称
略
。

■
副
会
長
�
山
本
恒
雄
（
東
北

支
部
）、
山
田
紀
彦（
関
東
支
部
）、

實
吉
幹
夫
（
東
京
支
部
）、
石
田

正
城
（
中
部
支
部
）、
平
岡
正
巳

（
近
畿
支
部
）、
松
坂
敬
太
郎
（
中

国
支
部
）、
塩
崎
千
枝
子
（
四
国

支
部
）、
新
田
光
之
助
（
九
州
支

部
）、
岩
崎
幸
雄
（
第
一
専
門
部

会
）、
北
條
泰
雅（
第
二
専
門
部
会
）

■
運
営
理
事
�
近
藤
彰
郎
、
實

吉
幹
夫
、
吉
田
晋
、
清
水
哲
雄
、

木
内
秀
樹
、
平
野
吉
三
、
北
條
泰

雅
、
小
林
光
俊
、
中
込
三
郎

１８：００

移

動

４０

専門部会

第１部会（３階：大和東）
第２部会
（３階：桂・春日）
第３部会
（３階：大和南西）

１７：００１６：００
４５

移

動

創立６０周年記念式典

総 会

（４階：菊華・葉）

１５：００１４：００
４５

休

憩

受付（４階ロビー）

３０
１３：００

合同会

（４階：
菊華・
葉）

移
動

４０

事前打合会

専門部会
第１・２・３部会
（３階：桂）

１２：００
３０

１１：００

全体
（３階：
春日）

第１日
（１０／２１）

（会場）

１２：００

総 会

（４階：菊華
・葉）

１１：００
１０

休

憩

講演会

（４階：菊華
・葉）

１０：００

専門部会
とりまとめ

第１部会
第２部会
第３部会

（３階：奈良）

９：００

第２日
（１０／２２）

（会場）

第６５回総会・創立６０周年記念式典 事業計画
１ 期 日 平成２２年１０月２１日（木）～２２日（金）
２ 会 場 ヒルトン東京（東京都新宿区西新宿６‐６‐２ TEL ０３‐３３４４‐５１１１）
３ 主 催 全国私立学校審議会連合会（〒１０２‐００７３ 東京都千代田区九段北４‐２‐２５）
４ 協 力 東京都私立学校審議会事務局 東京都生活文化スポーツ局私学部私学行政課
５ 日 程
６ 参加者 各都道府県の私立学校審議会委員および行政担当者 約２００名

全 審 連

１０
月
２１
・
２２
日
、東
京
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
で
総
会

初
日
に
は
創
立
６０
周
年
記
念
式
典

２２年度事業計画等を決めた全審連理事会

（４）平成２２年６月２０日私 学 時 報（第三種郵便物認可）第１２０２号



中
央
教
育
審
議
会
（
会
長
�
三

村
明
夫
・
新
日
本
製
鐵
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長
）
の
総
会
が
六

月
三
日
、
文
部
科
学
省
内
で
開
か

れ
、
川
端
達
夫
大
臣
は
、「
教
職

生
活
の
全
体
を
通
じ
た
資
質
能
力

の
総
合
的
な
向
上
方
策
」
に
つ
い

て
諮
問
し
た
。
中
教
審
は
、「
教

員
の
資
質
能
力
向
上
特
別
部
会
」

を
設
置
し
、
六
月
二
十
九
日
に
は

初
会
合
を
開
き
、
教
職
課
程
の
期

間
・
内
容
や
教
員
免
許
制
度
の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
初
等
中
等
教

育
政
策
、
高
等
教
育
政
策
の
垣
根

を
超
え
て
検
討
を
行
い
、
年
内
に

も
答
申
を
ま
と
め
、
来
年
の
通
常

国
会
に
関
連
改
正
法
案
等
を
提
出

す
る
見
通
し
。

今
回
の
諮
問
事
項
は
、
①
教
職

生
活
の
各
段
階
で
求
め
ら
れ
る
専

門
性
の
基
盤
と
な
る
資
質
能
力
を

確
実
に
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
な

新
た
な
教
員
養
成
・
教
員
免
許
制

度
の
在
り
方
（
具
体
的
に
は
教
職

課
程
の
期
間
・
内
容
等
の
充
実
、

教
職
大
学
院
の
在
り
方
の
検
討
、

課
程
認
定
の
厳
格
化
な
ど
）
②
新

た
な
教
員
養
成
の
在
り
方
を
踏
ま

え
、
教
職
生
活
の
全
体
を
通
じ
て

教
員
の
資
質
能
力
の
向
上
を
保
証

す
る
し
く
み
の
構
築
（
具
体
的
に

は
教
員
免
許
制
度
の
見
直
し
、
現

職
研
修
の
充
実
、
免
許
更
新
制
の

検
証
と
在
り
方
の
検
討
な
ど
）
③

教
育
委
員
会
や
大
学
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
機
関
や
地
域
社
会
と
の

組
織
的
・
継
続
的
な
連
携
・
協
働

の
し
く
み
づ
く
り
（
具
体
的
に
は

関
係
機
関
や
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
教
員
を
育
て
支
援
す
る
環
境
づ

く
り
、
多
様
な
人
材
の
登
用
）
�

の
三
点
。

生
徒
指
導
上
の
諸
問
題
、
特
別

支
援
教
育
の
充
実
、
外
国
人
児
童

生
徒
の
増
加
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な

ど
教
員
が
対
応
す
べ
き
課
題
が
多

様
化
し
て
い
る
こ
と
や
、
教
員
の

実
践
的
指
導
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
の
強
化
の
必
要
性
が
求

め
ら
れ
て
き
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
教
員
の
不
祥
事
の
発
生
や
指

導
力
不
足
教
員
な
ど
か
ら
教
員
へ

の
社
会
の
信
頼
が
揺
ら
い
で
い
る

こ
と
、
教
員
間
の
同
僚
性
が
希
薄

化
す
る
な
ど
学
校
現
場
を
取
り
巻

く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
教
員
が
教
職
生
活
の

全
体
を
通
じ
て
専
門
性
を
高
め
て

い
く
こ
と
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム

作
り
が
喫
緊
の
課
題
だ
と
し
て
、

初
等
中
等
教
育
政
策
、
高
等
教
育

政
策
の
一
体
的
な
改
革
を
求
め
て

い
る
。

民
主
党
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲

げ
て
い
る
「
教
員
養
成
六
年
制

化
」
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
諮
問

に
は
直
接
的
に
は
盛
り
込
ま
れ

ず
、「
教
職
課
程
の
期
間
の
見
直

し
が
必
要
」
と
述
べ
る
に
と
ど
め

て
い
る
。
川
端
文
科
大
臣
は
「
養

成
、
採
用
、
研
修
の
各
段
階
を
通

じ
た
資
質
能
力
向
上
の
総
合
的
な

施
策
に
つ
い
て
審
議
い
た
だ
き
た

い
。
新
内
閣
に
な
っ
て
も
、
教
育

が
最
重
要
施
策
の
一
つ
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
は
な
い
」
と
述
べ

た
。諮

問
を
受
け
、
中
教
審
の
「
教

員
の
資
質
能
力
向
上
特
別
部
会
」

は
六
月
二
十
九
日
に
初
会
合
を
開

く
予
定
で
、
本
連
合
会
の
吉
田
晋

会
長
も
委
員
と
し
て
参
加
す
る
予

定
。特

別
部
会
の
中
で
は
学
生
の
教

育
実
習
期
間
に
つ
い
て
も
検
討
対

象
と
な
る
見
通
し
。

◇

現
在
、
我
が
国
で
は
幼
稚
園
・

小
学
校
・
中
学
校
の
教
員
養
成
課

程
で
は
四
週
間
、
高
校
で
は
二
週

間
の
実
習
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
が
、
米
国
で
は
十
二
週
間
以
上

と
し
て
い
る
州
が
二
十
二
（
二
〇

〇
二
年
、
州
で
異
な
る
）、
英
国

で
は
四
年
制
養
成
課
程
が
三
十
二

週
間
以
上
、
教
職
専
門
課
程
が
十

八
～
二
十
四
週
間
、
ド
イ
ツ
で
は

学
士
課
程
（
三
年
）が
十
四
週
間
、

修
士
課
程
（
一
～
二
年
）
が
四
週

間
、
合
わ
せ
て
十
八
周
間
（
ニ
ー

ダ
ザ
ク
セ
ン
州
の
場
合
、
州
で
異

な
る
）
等
。
教
育
実
習
期
間
の
延

長
は
、
教
育
実
習
生
を
受
け
入
れ

て
い
る
中
学
や
高
校
等
の
負
担
拡

大
に
つ
な
が
る
。◇

教
員
免
許
制
度
の
抜
本
的
な
改

革
に
関
し
て
は
、
文
部
科
学
省
は

平
成
二
十
二
年
度
予
算
で
調
査
検

討
事
業
を
実
施
す
る
。

具
体
的
に
は
株
式
会
社
三
菱
総

合
研
究
所
に
委
託
し
て
、
今
年
六

月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
①
教
員

免
許
制
度
の
抜
本
改
革
に
係
る
調

査
（
教
員
、
学
校
長
等
、
教
育
委

員
会
、
大
学
、
保
護
者
等
が
対

象
）、
②
教
員
免
許
更
新
制
の
効

果
検
証
に
係
る
調
査
（
講
習
受
講

者
、
非
受
講
者
、
学
校
長
等
、
教

育
委
員
会
が
調
査
対
象
）
を
実
施

す
る
。

鳩
山
総
理
の
突
然
の
辞
任
を
受

け
て
菅
直
人
内
閣
が
六
月
八
日
に

発
足
し
た
。
文
部
科
学
省
の
川
端

達
夫
大
臣
（
兼
内
閣
府
特
命
担
当

大
臣
・
科
学
技
術
政
策
）
を
始
め

中
川
正
春
、
鈴
木
寛
両
副
大
臣
、

後
藤
斎
、
高
井
美
穂
両
大
臣
政
務

官
も
揃
っ
て
再
任
と
な
り
、
文
教

政
策
路
線
に
大
き
な
変
更
は
見
込

ま
れ
な
い
情
勢
だ
。
ま
た
原
口
一

博
総
務
大
臣
も
再
任
さ
れ
た
。
財

務
大
臣
に
は
野
田
佳
彦
財
務
副
大

臣
が
昇
格
し
て
い
る
。

菅
内
閣
に
と
っ
て
当
面
の
最
大

の
課
題
は
、
七
月
十
一
日
の
参
議

院
選
挙
、
ま
た
菅
総
理
は
就
任

早
々
、
消
費
税
の
税
率
引
き
上
げ

論
議
の
必
要
性
を
訴
え
た
が
、
民

主
党
の
重
要
政
策
の
財
源
確
保
に

も
関
係
す
る
問
題
で
、
高
校
無
償

化
政
策
や
子
供
手
当
て
な
ど
の
政

策
と
無
縁
で
は
な
い
。

ま
た
菅
内
閣
の
下
で
六
月
十
八

日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
の

「
新
成
長
戦
略
」
に
は
教
育
関
係

の
施
策
も
数
多
く
含
ま
れ
て
お

り
、
当
面
は
、
八
月
末
に
財
務
省

に
提
出
さ
れ
る
平
成
二
十
三
年
度

概
算
要
求
が
菅
内
閣
の
今
後
の
方

向
性
の
指
標
と
な
り
そ
う
だ
。

新
た
な
教
員
養
成
・
免
許
制
度
等

川
端
文
科
相
が

中
教
審
に
諮
問

年
内
に
も「
答
申
」

菅
内
閣

が
発
足

文
科
省
政
務
三
役
は
全
員
再
任
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中
央
教
育
審
議
会
は
六
月
十
八

日
、
文
部
科
学
省
内
で
第
六
十
九

回
初
等
中
等
教
育
分
科
会
を
開

き
、
今
後
の
学
級
編
制
及
び
教
職

員
定
数
の
改
善
等
に
つ
い
て
審
議

し
た
。
同
分
科
会
は
次
回
会
合（
七

月
十
二
日
）
で
提
言
を
取
り
ま
と

め
る
。
同
省
は
提
言
内
容
を
来
年

度
概
算
要
求
に
反
映
す
る
意
向
。

こ
の
日
の
分
科
会
で
は
、
教
育
団

体
か
ら
の
意
見
聴
取
や
、
中
教
審

教
育
課
程
部
会
等
の
意
見
を
踏
ま

え
作
成
さ
れ
た
提
言
骨
子
が
事
務

局
（
同
省
）
か
ら
提
示
さ
れ
、
審

議
が
進
め
ら
れ
た
。

骨
子
で
は
、
今
後
の
学
級
編
制

及
び
教
職
員
定
数
改
善
の
基
本
的

な
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
新
学
習

指
導
要
領
で
は
指
導
内
容
や
授
業

時
数
が
増
加
す
る
こ
と
、
き
め
細

か
な
指
導
の
一
層
の
充
実
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
、
現
行
の
学
級

規
模
で
は
、
生
徒
指
導
、
学
級
経

営
と
も
困
難
で
教
職
員
定
数
の
改

善
が
急
務
な
こ
と
、
そ
の
上
で
学

級
編
制
の
標
準
に
関
し
て
は
、
現

行
の
四
十
人
か
ら
の
引
き
下
げ
を

提
言
す
る
考
え
。
た
だ
し
具
体
的

な
数
字
は
同
省
に
委
ね
る
方
針
。

教
職
員
定
数
に
関
し
て
は
、
基

礎
定
数
の
充
実
、
二
十
人
程
度
の

少
人
数
指
導
な
ど
に
つ
い
て
も
引

き
続
き
実
施
で
き
る
よ
う
な
措
置

と
、そ
の
基
礎
定
数
化
、学
校
が
組

織
と
し
て
複
雑
困
難
化
す
る
課
題

等
に
対
応
で
き
る
よ
う
副
校
長
、

主
幹
教
諭
、
指
導
教
諭
等
の
配
置

の
た
め
の
定
数
改
善
が
必
要
で
、

事
務
職
員
定
数
や
高
校
の
教
職
員

定
数
改
善
も
必
要
と
し
て
い
る
。

ま
た
制
度
面
で
は
学
級
編
制
権

限
の
市
町
村
教
育
委
員
会
へ
の
移

譲
な
ど
を
提
言
し
て
い
る
。

骨
子
の
説
明
後
、
委
員
か
ら

は
、「
生
徒
指
導
担
当
教
諭
の
定

数
改
善
が
必
要
」「
小
学
校
高
学
年

に
つ
い
て
は
教
科
担
任
制
を
志
向

す
べ
き
」「
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
は
少
な
く
と
も
週
の
半
分
程
度

は
学
校
に
い
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

平
成
二
十
三
年
度
以
降
の
全
国

学
力
調
査
の
在
り
方
等
を
検
討
す

る
専
門
家
会
議
の
初
会
合
が
六
月

十
日
、文
部
科
学
省
内
で
開
か
れ
、

改
め
て
全
国
的
な
学
力
調
査
に
つ

い
て
、
①
目
的
②
対
象
教
科
や
学

年
、
実
施
時
期
③
実
施
方
式
（
抽

出
・
悉
皆
・
希
望
利
用
方
式
、
抽

出
率
）
④
実
施
頻
度
（
毎
年
実
施

す
る
か
隔
年
ま
た
は
数
年
に
一
度

か
）
⑤
教
育
課
程
実
施
状
況
調
査

と
の
関
係
等
に
関
し
て
検
討
に
着

手
し
た
。委
員
は
十
八
人
。初
会
合

で
座
長
に
は
梶
田
叡
一
・
環
太
平

洋
大
学
長
が
就
任
し
た
。
本
連
合

会
関
係
で
は
清
水
哲
雄
・
�
友
学

園
常
務
理
事
が
委
員
と
し
て
参
加

し
て
い
る
。
文
部
科
学
省
は
、今

回
の
専
門
家
会
議
の
検
討
等
を
通

じ
て
、
今
年
夏
の
平
成
二
十
三
年

度
概
算
要
求
提
出
ま
で
に
一
定
の

方
向
性
を
打
ち
出
す
予
定
。

平
成
二
十
三
年
度
以
降
の
全
国

的
な
学
力
調
査
の
在
り
方
等
に
つ

い
て
は
、
文
部
科
学
省
は
す
で
に

五
月
に
全
都
道
府
県
・
市
町
村
教

育
委
員
会
等
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
、
七
月
中
に
は
調
査
結

果
を
報
告
す
る
予
定
。
こ
れ
と
は

別
に
、
学
校
教
育
団
体
等
か
ら
も

意
見
を
聴
く
予
定
。

中
央
教
育
審
議
会
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
・
職
業
教
育
特
別
部
会
は
こ

の
ほ
ど
、
昨
年
夏
の
第
一
次
報
告

に
続
き
「
今
後
の
学
校
に
お
け
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
・
職
業
教
育
の
在

り
方
に
つ
い
て
の
第
二
次
審
議
経

過
報
告
」を
ま
と
め
、
公
表
し
た
。

そ
の
う
ち
高
校
段
階
で
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
充
実
は
喫
緊
の
課
題

と
指
摘
。
特
に
、
普
通
科
は
、
進

路
意
識
や
目
的
意
識
の
な
い
ま
ま

と
り
あ
え
ず
進
学
し
て
い
る
状
況

が
う
か
が
え
る
一
方
で
就
職
状
況

は
他
の
学
科
に
比
べ
て
厳
し
く
、

職
業
に
従
事
す
る
た
め
の
知
識
・

技
能
を
ど
の
よ
う
に
育
成
す
る
か

が
課
題
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
課
題
へ
の
対
応
と
し

て
、
高
校
段
階
で
将
来
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
を
自
ら
考
え
さ
せ
、
選
択

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
①

社
会
人
・
職
業
人
に
共
通
し
て
必

要
な
基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
や
態

度
の
育
成
②
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
上

げ
て
い
く
上
で
必
要
な
知
識
の
理

解
③
体
験
的
な
学
習
の
機
会
④
勤

労
観
・
職
業
観
の
確
立
�
�
と
い

う
四
つ
の
観
点
を
踏
ま
え
た
学
習

が
必
要
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
は
総
合
学
科
に
お
け
る
「
産
業

社
会
と
人
間
」
の
よ
う
な
教
科
・

科
目
を
、
高
校
の
教
育
課
程
に
明

確
に
位
置
付
け
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
学
校
の

授
業
を
十
分
に
理
解
で
き
ず
中
途

退
学
に
つ
な
が
る
生
徒
や
、
職
業

に
対
す
る
知
識
や
準
備
が
な
い
ま

ま
社
会
へ
出
る
生
徒
も
存
在
す
る

こ
と
か
ら
、
基
礎
学
力
や
職
業
に

必
要
な
能
力
の
育
成
を
図
る
こ
と

が
、
学
校
へ
の
定
着
を
図
る
観
点

か
ら
も
必
要
と
し
て
い
る
。

高
校
で
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
充
実

は
喫
緊
課
題

中央教育審議会
初中教育分科会

教
職
員
定
数
改
善
等
で
提
言
へ

学
級
編
成
標
準
引
き
下
げ

教教
育育
改改
革革
のの
動動
向向

２３年度以降の
全国学力調査

実
施
方
式
等
を
再
検
討

文
科
省
が
専
門
家
会
議
設
置
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私
立
高
選
抜
バ
ド
ミ

ン
ト
ン

大
会
開
催
８
月
２６
日
〜

２９
日
、
仙
台
で

政
府
は
四
月
二
十
九
日
付
で
春

の
勲
章
・
褒
章
受
章
者
を
発
令
し

た
。
文
部
科
学
省
関
係
受
章
者
の

う
ち
私
立
中
学
高
校
関
係
の
受
章

者
は
次
の
各
氏
。

■
旭
日
中
綬
章

▽
田
賀
�
彦
・
元
立
正
大
学
学

園
理
事
長
▽
野
又
肇
・
野
又
学
園

理
事
長
▽
長
谷
川
良
昭
・
元
大
乗

淑
徳
学
園
理
事
長
▽

谷
弟
吉
・

元
八
戸
工
業
大
学
理
事
長

■
旭
日
小
綬
章

▽
井
上
良
彦
・
元
北
陸
学
院
理

事
長
▽
金
岡
誠
・
金
岡
学
園
理
事

長
▽

木
久
利
・
元
富
士
学
園
理

事
長■

瑞
宝
小
綬
章

▽
安
達
忠
勝
・
前
浜
松
日
体
中

学
校
・
高
等
学
校
長
▽
荒
川
汪
・

元
清
真
学
園
高
等
学
校
長
▽
伊
藤

公
治
郎
・
東
海
中
学
校
・
高
等
学

校
長■

藍
綬
褒
章

▽
近
藤
彰
郎
・
八
雲
学
園
理
事

長
▽
村
崎
正
人
・
村
崎
学
園
理
事

長

全
国
私
立
高
等
学
校
選
抜
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会
が
八
月
二
十
六
日

か
ら
二
十
九
日
ま
で
、
仙
台
市
の

仙
台
市
体
育
館
と
宮
城
野
体
育
館

の
二
会
場
で
開
か
れ
る
。
今
年
で

十
五
回
目
。
同
大
会
実
行
委
員
会

の
主
催
で
、
主
管
は
宮
城
県
私
立

高
等
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
専
門
委

員
会
。
本
連
合
会
を
は
じ
め
、
日

本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
な
ど
が
後

援
す
る
。
大
会
会
長
を
吉
田
晋
・

本
連
合
会
会
長
が
務
め
る
。

地
区
選
抜
委
員
に
よ
り
推
薦
さ

れ
た
学
校
な
ど
男
女
四
十
八
校
を

原
則
に
、
学
校
対
抗
の
団
体
戦
で

行
わ
れ
る
。
選
手
は
二
年
生
以
下

で
、
試
合
は
三
校
の
リ
ー
グ
戦
を

行
い
、
各
リ
ー
グ
上
位
一
校
に
よ

る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
お
よ
び
下

位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
行
う
。
優
勝

校
に
は
、
賞
状
、
優
勝
旗
、
優
勝

杯
、
二
位
・
三
位
校
に
は
、賞
状
、

ト
ロ
フ
ィ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ

れ
る
。

文
部
科
学
省
の
鈴
木
寛
副
大
臣

は
、
四
月
二
十
二
日
、
同
省
内
で

「
学
校
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る

懇
談
会
」
の
初
会
合
を
開
い
た
。

社
会
の
急
速
な
進
展
に
伴
い
、
今

後
の
学
校
教
育
（
初
等
中
等
教
育

段
階
）
の
情
報
化
に
関
す
る
総
合

的
な
推
進
方
策
を
検
討
す
る
の
が

目
的
。
具
体
的
に
は
、
①
授
業
に

お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
（
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
・
教
材
、
情
報
端
末
・

デ
ジ
タ
ル
機
器
、
学
校
・
教
員
等

の
在
り
方
を
含
む
）
②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
校
務
支
援
③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
に
関
す
る
教
員
へ
の
サ
ポ
ー

ト
等
を
検
討
す
る
。

委
員
は
二
十
二
人
。
大
学
の
研

究
者
を
は
じ
め
、
出
版
社
、書
店
、

新
聞
社
、
テ
レ
ビ
局
に
お
け
る
情

報
担
当
や
、
地
方
自
治
体
の
首

長
、
教
育
委
員
会
関
係
者
、
学
校

長
等
。
冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
鈴

木
副
大
臣
は
、「
二
十
一
世
紀
の

学
び
を
再
構
築
し
た
い
。
今
後
は

ヒ
ア
リ
ン
グ
も
行
い
、
六
月
、
七

月
を
目
途
に
情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン
の

骨
子
、
枠
組
み
を
取
り
ま
と
め

て
、
平
成
二
十
三
年
度
概
算
要
求

に
反
映
し
た
い
。
そ
の
後
は
具
体

的
課
題
に
沿
っ
て
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
設
置
し
、
年
度
内
に
結

論
を
出
し
た
い
。
政
府
全
体
の
Ｉ

Ｔ
戦
略
と
も
整
合
性
を
取
り
た

い
。
十
五
年
ぶ
り
に
コ
ン
セ
プ
ト

や
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
考
え
直
し
た

い
」
と
語
っ
た
。
懇
談
会
座
長
に

は
鈴
木
副
大
臣
が
安
西
祐
一
郎
・

慶
應
義
塾
大
学
理
工
学
部
教
授
を

指
名
。
安
西
座
長
は
副
座
長
に
三

宅
な
ほ
み
・
東
京
大
学
大
学
院
教

育
学
研
究
科
教
授
を
指
名
し
た
。

情
報
化
懇
談
会
は
そ
の
後
も
会
合

を
重
ね
、
六
月
中
に
は
六
回
目
の

会
合
を
開
く
。
小
学
校
か
ら
情
報

教
育
を
ど
う
行
う
か
に
つ
い
て

は
、
専
門
教
科
の
新
設
、
専
任
の

「
情
報
」
教
員
の
配
置
を
求
め
る

意
見
が
あ
る
一
方
、
様
々
な
教
科

の
中
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
入
れ
て
い
く
こ

と
が
本
来
の
目
的
と
い
っ
た
意
見

な
ど
が
出
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
は
、
今
年
度
の
児

童
虐
待
防
止
推
進
月
間
の
標
語
を

募
集
し
て
い
る
。
平
成
十
六
年
度

か
ら
、
児
童
虐
待
防
止
法
が
施
行

さ
れ
た
十
一
月
を
推
進
月
間
と
位

置
付
け
、
児
童
虐
待
問
題
の
意
識

啓
発
に
つ
な
が
る
標
語
を
毎
年
募

集
し
て
い
る
。

最
優
秀
作
品
は
今
年
度
の
標
語

と
し
て
使
用
し
、
十
一
月
二
十
三

日
に
広
島
市
で
開
催
す
る
「
子
ど

も
の
虐
待
防
止
推
進
全
国
フ
ォ
ー

ラ
ム
in
広
島
」
で
表
彰
す
る
。
昨

年
度
の
標
語
は
「
守
ろ
う
よ

未

来
を
見
つ
め
る

小
さ
な
ひ
と

み
」
だ
っ
た
。

応
募
方
法
は
、
電
子
メ
ー
ル
ま

た
は
ハ
ガ
キ
に
一
作
品
を
記
入
し

て
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
年
齢
、
職
業
を
書
い

て
、
以
下
の
宛
先
ま
で
送
る
。
メ

ー
ル
の
場
合
は
、
題
名
を
「
児
童

虐
待
防
止
推
進
月
間
に
関
す
る
標

語
募
集
」
と
し
てf

u
k
a
t
e
i
@
p

r
e
f
.
h
i
r
o
s
h
i
m
a
.
l
g
.
j
p

へ
送
る
。
ハ
ガ
キ
の
場
合
は
、
〒

７
３
０
�
８
５
１
１
広
島
県
健
康

福
祉
局
総
務
管
理
部
こ
ど
も
家
庭

課
児
童
虐
待
防
止
標
語
募
集
担
当

ま
で
。
締
め
切
り
は
七
月
九
日（
当

日
消
印
有
効
）。

学
校
教
育
の
情
報
化
で
懇
談
会
始
動

春

の

叙
勲
等

私
立
中
学
高
校
関
係
者
も
多
数
受
章

厚
労
省

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

の
標
語
募
集
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日
私
教
研

私
学
会
館
近
く
に
移
転

財
団
法
人
日
本
私
学
教
育
研
究

所
は
、
六
月
十
五
日
、
東
京
・
市

ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
理
事
会
・
評

議
員
会
を
開
き
、
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
で
理
事
長
に
吉
田
晋

理
事
（
日
本
私
立
中
学
高
等
学
校

連
合
会
長
）
を
再
選
し
た
。
任
期

は
二
年
間
。
ま
た
副
理
事
長
に
は

實
吉
幹
夫
理
事
、
山
中
幸
平
理
事

を
選
出
し
た
。

再
選
さ
れ
た
吉
田
理
事
長
は
、

「
研
究
所
が
今
年
五
月
、
私
学
会

館
か
ら
歩
い
て
二
分
の
距
離
に
移

転
し
、
中
高
連
と
連
携
の
基
盤
作

り
が
で
き
た
。
今
後
は
さ
ら
に
充

実
し
た
研
修
を
し
っ
か
り
行
い
、

皆
さ
ん
に
研
究
所
が
あ
っ
て
よ
か

っ
た
と
思
っ
て
頂
け
る
組
織
づ
く

り
を
し
た
い
」
と
語
っ
た
。
そ
の

後
、
吉
田
理
事
長
は
四
人
の
理
事

長
推
薦
理
事
、
二
人
の
理
事
長
推

薦
評
議
員
（
学
識
経
験
者
）、
中

川
武
夫
所
長
の
再
任
等
を
提
案
、

承
認
さ
れ
た
。

ま
た
同
研
究
所
は
、
公
益
法
人

制
度
改
革
に
合
わ
せ
て
新
法
人
移

行
検
討
委
員
会
（
仮
称
）を
設
け
、

今
年
度
中
に
新
法
人
へ
の
移
行
問

題
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
説

明
さ
れ
、
同
委
員
会
の
委
員
の
人

選
に
つ
い
て
は
吉
田
理
事
長
に
一

任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

理
事
会
・
評
議
員
会
で
は
、
こ

の
ほ
か
、
平
成
二
十
一
年
度
事
業

報
告
案
、
同
会
計
決
算
報
告
案
・

監
査
報
告
、
組
織
変
更
・
規
程
の

変
更
等
が
提
案
、
審
議
さ
れ
、
承

認
さ
れ
た
。

ま
た
二
十
二
年
度
の
事
業
計
画

は
三
月
の
理
事
会
・
評
議
員
会
で

す
で
に
承
認
さ
れ
決
定
済
み
だ

が
、
文
部
科
学
省
が
教
員
免
許
状

更
新
講
習
の
制
度
見
直
し
の
意
向

を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
研
究

所
は
二
十
二
年
度
更
新
講
習
実
施

を
見
送
る
こ
と
を
事
業
計
画
上
に

も
明
確
化
す
る
こ
と
が
提
案
さ

れ
、
承
認
さ
れ
た
。

財
団
法
人
日
本
私
学
教
育
研
究

所
は
、
五
月
十
七
日
、
東
京
・
麹

町
か
ら
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

・
私
学
会
館
か
ら
徒
歩
約
二
分
の

「
市
ヶ
谷
Ｕ
Ｎ
ビ
ル
六
階
」
に
移

転
し
た
。
同
研
究
所
に
は
役
員

室
、
研
究
員
や
事
務
局
の
デ
ス
ク

の
ほ
か
、
会
議
室
な
ど
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。
日
本
私
立
中
学
高
等

学
校
連
合
会
の
事
務
局
に
近
く
、

両
団
体
の
連
携
強
化
が
期
待
さ
れ

る
。（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
変
更
無
、

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）

財
団
法
人
日
本
私
学
教
育
研
究

所
は
、
六
月
三
・
四
の
両
日
、
仙

台
市
の
仙
台
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で

「
平
成
二
十
二
年
度
私
立
中
学
高

等
学
校
私
学
経
営
研
修
会
」
を
開

催
し
た
。「
政
策
転
換
期
を
拓
く

私
学
経
営
と
教
育
」
が
研
究
の
ね

ら
い
。
今
年
は
全
国
か
ら
百
四
十

三
人
の
私
立
中
学
高
校
の
理
事

長
、
校
長
ら
が
参
加
、
今
後
の
私

学
教
育
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
研

究
・
協
議
し
た
。
こ
の
う
ち
初
日

に
は
、
吉
田
晋
・
日
本
私
立
中
学

高
等
学
校
連
合
会
長
（
日
私
教
研

理
事
長
）
が
、「
私
学
情
勢
に
つ
い

て
�
政
権
交
代
と
私
学
振
興
」
と

題
し
て
講
演
、
都
道
府
県
間
で
就

学
支
援
金
の
上
乗
せ
措
置
に
格
差

が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
、
支
援
措

置
と
と
も
に
授
業
料
抑
制
の

締

め
付
け

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
就

学
支
援
金
の
実
施
方
法
に
関
し
て

は
改
善
の
余
地
が
あ
る
こ
と
な
ど

を
指
摘
。
ま
た
午
後
か
ら
は
、
實

吉
幹
夫
・
日
本
私
立
中
学
高
等
学

校
連
合
会
教
育
制
度
委
員
長
が
、

「
政
策
転
換
期
の
教
育
制
度
改
革

と
私
学
の
対
応
」
と
題
し
て
、
文

部
科
学
省
に
よ
る
教
育
制
度
改
革

の
概
要
や
同
連
合
会
の
対
応
状
況

等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
ま
た
山

浦
玄
嗣
・
山
浦
医
院
理
事
長
が

「
人
生
の
目
的
�
聖
書
に
見
る

『
永
遠
の
命
』と
は
？
」
の
演
題
で

記
念
講
演
。
地
元
企
業
の
ア
イ
リ

ス
オ
ー
ヤ
マ
の
大
山
健
太
郎
代
表

取
締
役
社
長
ら
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
政
策
転
換
期
を
拓
く
私
学
経
営

と
教
育
」
を
実
施
し
た
。
二
日
目

に
は
本
研
究
所
の
中
川
武
夫
所
長

が
、
私
立
学
校
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク

を
目
指
し
た
日
私
教
研
の
研
修
事

業
等
の
改
革
の
取
り
組
み
状
況
を

報
告
。
そ
の
後
、
研
修
を
締
め
く

く
る
意
味
で
、
参
加
者
全
員
に
よ

る
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。

日
本
私
学
教
育
研
究
所
が
今
年

度
か
ら
実
施
す
る
「
私
立
学
校
専

門
研
修
会
」
の
内
容
が
決
ま
っ
て

き
た
。
教
育
制
度
部
会
は
十
月
二

十
九
日
、
東
京
・
私
学
会
館
で
開

催
。「
教
育
制
度
改
革
の
動
向
と

私
学
の
課
題
・
展
望
」
が
研
究
の

ね
ら
い
。
教
育
課
程
部
会
は
十
一

月
二
日
、
私
学
会
館
で
開
催
。「
新

学
習
指
導
要
領
と
私
学
の
理
念
」

が
研
究
の
ね
ら
い
。

法
人
管
理
事
務
運
営
部
会
は
、

八
月
二
十
七
日
、
私
学
会
館
で
開

催
。「
活
力
あ
る
学
校
組
織
運
営

に
求
め
ら
れ
る
管
理
事
務
職
員
の

使
命
と
役
割
」
が
研
究
の
ね
ら

い
。
国
際
教
育
研
究
部
会
は
九
月

十
日
、
東
京
・
九
段
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
で
開
催
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

中
の
国
際
教
育
�
私
学
教
育
の
現

状
と
展
望
」
が
研
究
の
ね
ら
い
。

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
部
会

は
、
十
一
月
五
日
、
私
学
会
館
等

で
開
催
。「
私
立
学
校
の
未
来
を

担
う
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
能
力
と
そ

の
育
成
」
が
研
究
の
ね
ら
い
。

理事会・評議員会

吉
田
晋
理
事
長
を
再
選

副
理
事
長
に
は

實
吉
氏
、山
中
氏

私
学
経
営
研
修
会
に
１４３
人
参
加

専
門
研
修
会
開
催
へ

日日
私私
教教
研研
だだ
よよ
りり
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